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新旧会長対談でお聞きしたこと
　本誌、今号の「葵友会新旧会長対談」に同席させ
ていただきました。鈴木健二前会長のエネルギッ
シュな語りと、新見邦由新会長のウイットに富むお
話の中にも、重責を担う決意をお聞きしました。鈴
木前会長、3年間ご苦労様でした。そして、新見新
会長、コロナ禍の中、厳しい船出ですが、なにとぞ
よろしくお願いいたします。
　その対談の中で、新見新会長から、「コミュニケー
ション・ペーパー」のお話を聞きました。百貨店の
責任者をされていた頃、地域住民とのコミュニケー
ションを図る媒体として、業界初の「コミュニケー
ション・ペーパー」を発行されたそうです。葵友会
にとっての「コミュニケーション・ペーパー」は、『東
京経済』誌です。
大事にしていきたい印刷媒体『東京経済』誌
　私自身は、東経大を卒業して 22 歳から一貫して
出版社や編集プロダクションなどで活字を扱う仕事
をしてきました。34 歳から、直近の 3年間のアド
バイザー役を含め 35 年間、『東京経済』誌の編集に
かかわらせていただきました。錚々たる歴代編集長
に、同窓会誌とは何かを教えていただきました。今
後も貴重な印刷媒体として『東京経済』誌を盛り上
げていきたいと思います。

デジタル時代の同窓会誌
　時代は大きく変化しています。今やデジタル媒体
が全盛です。通勤時の電車では、ほとんどの人がス
マホに見入っています。本や雑誌を読んでいる人を
探すのが難しいほどです。本誌も「葵友会交流シス
テム https://www.kiyukai-sns.com/」にて、デジタ
ルで読むことができます。ぜひスマホにダウンロー
ドして読んでみてください。そして何よりも大事な
ことは、基になる記事は文章で書かれたものや、全
国の会員から寄せられた写真などであるということ
です。
　最近、若者の読む力が落ちてきていると言われま
す。しかし、メール、LINE をはじめ、ブログやツ
イッターで若い人たちは大量の文章を書いていま
す。ユーチューバーは、人気職業ランキング入りし
ています。表現をしたい人、発言したい人は決して
減少してはいません。
コミュニケーションの大切さ
　人の話を聞き文章にまとめること、自分の頭で考
え、文字で表現することが大切です。さらに、一方
的に発信するだけではなく、反論に耳を傾けること、
そんな基本的なことが、当たり前になる世の中を創
りたいと思います。コミュニケーションツールとし
ての『東京経済』誌が活用されることを願っていま
す。

　コミュニケーションツールとして『東京経済』誌

　　　　　　　  　『東京経済』誌編集長　井澤　泰（昭 48）
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